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　現住人口衰
（8月末日現在）

男　19・887人（＋t3）

女　20．537人（一7）

計　40．424人（＋6、

世帯線数
　8．310世帯　（一　3）

臨時市議会

国
民
健
康
保
瞼

い
よ
い
よ
十
月
一
日
か
ら
実
施

を
縫
働
転
結
偏
憶
の
あ
る
。
と
．
、
思

災
難
に
そ
な
え
る
た
め
、

か
ら
そ
の
人
の
資
力
に
応
じ
て

資
金
を
出
し
合
い
、 気

と
い
論
⑳
丁
肋
鎌
鷺
鰹
叶

　　

@
藷
の
驚
蝦
灘
綴
繍
騨
螺

　
　
　
　
　
　
　
，

金
に
よ
っ
て
、
清
し
て
購
書
す
る
本
楕
的
礁
に
か
か
皇

で
き
る
し
く
み
が
国
民
健
康
保

険
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
た
め

し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
席
の
巾
議
会

で
、
い
よ
い
よ
十
月
一
日
実
施

健
康
保
険
と
現
在
の
そ
れ
は
、
　
た
。

制
度
の
ユ
に
相
当
に
違
っ
て
き
　
　
こ
の
臨
時
畿
会
て
の
γ
な
講

て
お
り
、
巾
と
し
て
も
運
営
し
窒
は
、
H
向
巾
囚
民
上
司
保
険
、

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
条
例
胡
冗
に
関
ヶ
う
も
の
で
、

　
そ
こ
で
当
市
で
は
、
咋
年
契
こ
れ
ら
の
ハ
護
察
に
つ
い
て

月
の
市
議
会
で
、
市
艮
は
岡
民
・
は
、
全
員
た
員
八
へ
を
ひ
ら
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
保
険
を
来
照
度
に
は
実
施
審
護
し
ま
し
た
。

し
た
い
意
向
を
表
明
し
、
ト
一
　
巾
民
の
皆
様
に
直
媛
的
な
利

月
に
は
実
施
す
る
か
、
し
な
い
害
関
係
の
あ
る
問
題
て
あ
り
ま

か
の
市
民
の
意
見
を
き
く
た
　
す
の
で
、
議
会
で
も
真
剣
な
意

め
、
調
査
票
に
よ
っ
て
各
家
庭
見
が
出
て
、
慎
電
に
審
畿
か
行

に
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
、
杓
わ
れ
ま
し
た
。
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冗
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ま
あ
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甥
繋
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
5
渉

に
よ
い
こ
・
」
だ
と
考
え
ら
れ
室
と
決
定
し
た
も
の
で
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
ト

が
ら
、
財
政
そ
の
他
の
こ
と
で
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
臨
時
会
は
、

当
市
は
実
施
が
お
く
れ
て
い
た
㎜
九
日
か
ら
．
一
　
日
－
．
臥
で
．
．
日

も
の
で
す
。
し
か
し
告
の
国
民
一
間
の
会
期
て
ひ
ら
が
れ
』
・
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
り
、
実
施
期
日
と
運
営
上
の
市

長
の
礁
固
た
る
信
念
を
き
き
た

い
と
報
告
。

こ
れ
に
対
し
一
一
、
尾
市
長
は
、

　
　
〃
本
制
度
に
つ
い
て
の
、
実
｝

弘
前
の
主
旨
周
知
に
つ
い
て
は
一
す
る
。

［
｝
広
報
紙
、
説
明
会
な
ど
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
｝

闇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　

｝
薬
剤
師
代
長
は
、
公
益
代
表
の

　
中
に
一
名
入
れ
た
ら
と
考
え
て

・
い
る
。
〃
と
答
え
ま
し
た
。

…
　
全
黄
委
員
会
で
は
大
要
次
の

｝
よ
う
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

「
し
た
・

｝
全
暴
曇
の
轟
応
護

｝
旨一

　
◎
は
質
問
圏
は
市
長
答
弁

一
◎
　
こ
の
条
例
公
布
後
十
目
十

一
内
に
被
保
険
者
は
届
出
る
こ
と

　

｝
に
な
っ
て
い
る
が
、
周
知
不
徹

「
底
の
面
か
ら
園
難
で
な
い
か
。

｛
団
実
施
に
つ
い
て
の
啓
漿
周

”
知
に
努
め
支
障
の
な
い
よ
う
に

　
質
疑
の
中
で
、
健
康
保
険
実

施
に
あ
た
っ
て
、
一
般
巾
民
が
㎜
き
る
限
り
相
当
に
行
っ
た
筈
で
…

そ
の
主
旨
を
ま
だ
充
分
知
っ
て
一
あ
る
。
ま
た
こ
の
制
度
の
実
施
　

懇
塚
鶴
襯
益
艦
齢
い
縫
嘉
納
齢
聾

養
員
会
で
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
㎜
お
く
れ
て
い
る
の
で
、
市
民
の
一

加
藤
魏
雛
鯵
難
聴
矯
の
の
測

れ
、
最
初
に
目
木
（
利
）
委
員
一
実
施
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
か
ら
、
委
員
会
の
中
間
報
告
は
実
施
す
る
こ
と
を
議
会
で
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
要
｝
決
し
て
か
ら
、
市
民
へ
こ
の
こ
・

は
、
健
康
保
険
制
度
を
実
施
す
㎝
と
を
周
知
す
る
も
の
で
あ
っ

る
と
な
れ
ば
、
市
民
は
強
制
加
，
て
、
実
施
ま
で
に
は
四
十
日
位
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汰
艦
鹸
型
鋼
越
塾
頭
離
鋤
ボ
冗
論
嘉
・

知
徹
底
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
る
。

こ
の
ま
＼
で
実
施
に
移
れ
ば
、
　
　
協
議
会
委
員
人
選
に
つ
い
て
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
営
上
出
発
当
初
か
ら
因
難
性
は
苦
慮
し
て
い
る
。
医
師
代
表
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団

が
予
想
さ
れ
る
。
健
康
保
険
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
、
市
薬
剤
師
協
会

営
協
議
会
の
委
員
人
選
に
つ
い
｝
か
ら
も
一
名
入
れ
て
ほ
し
い
と
…

て
も
、
t
旨
を
よ
く
認
識
し
た
要
望
も
あ
る
が
、
主
た
る
関
係
一

一
人
選
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
1
．
一
者
は
医
師
で
あ
る
か
ら
、
医
師
…

月
一
［
か
ら
実
施
す
る
に
当
㎜
二
名
に
し
た
い
考
え
で
あ
る
。
｝

◎
　
ま
れ
に
み
る
干
害
の
年
で

あ
り
、
不
況
の
時
代
に
あ
る
。

市
民
の
縄
済
の
蓋
し
い
時
、
保

険
税
徴
収
は
予
定
通
り
で
き
る

か
。
十
月
一
日
実
施
は
無
理
で

よ
、
　
）
o

こ
し
カ

陽
　
社
会
迷
帯
貞
任
の
本
制
度

の
主
旨
か
ら
も
、
こ
う
い
う
時

こ
そ
実
施
に
踏
切
る
時
と
考
え

る
。
苦
し
さ
の
圧
力
は
貧
し
い

層
に
多
く
病
気
も
多
い
と
思

う
。
来
年
四
月
に
延
ば
し
て
も

一
般
経
済
が
今
よ
り
よ
く
な
る

と
は
限
ら
ぬ
。

◎
　
保
険
税
の
課
税
方
法
は
果

た
し
て
合
即
的
で
あ
る
か
。

祈
事
黙
兜
蟹
…

騨
璃
甜
齢
鞘
騒

げ
る
考
え
は
な
い
か
。
予
算
に
｝

税
牧
八
十
三
％
を
見
込
ん
で
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
が
可
能
な
り
ゃ
。
　
｝

　
　
市
民
税
が
公
平
で
な
い
云
…

々
は
問
題
が
別
で
あ
る
。
課
税
一

の
割
合
は
こ
の
方
法
で
よ
い
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
。
実
施
し
て
み
て
不
く
旦

琿
な
点
が
あ
れ
ば
将
来
改
め
一

難
饗
霧

　
い
よ
い
よ
当
地
方
に
と
つ
　
風
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

て
、
最
W
も
危
険
性
の
あ
る
台
　
　
今
月
に
は
二
つ
位
の
台
風

　
　
　
　
　
　
　
　

襲
来
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
一

の
で
、
家
屋
内
外
の
補
強
、
　
一

家
の
周
囲
の
排
水
を
よ
く
㎝

し
、
下
水
溝
や
側
溝
な
ど
…

も
、
よ
く
流
れ
る
よ
う
に
し
一

て
お
き
ま
し
よ
う
。
　
　
　
」

五
十
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
考
え
で

は
事
業
運
営
に
自
信
が
な
い
の

で
は
な
い
か
。

る
。
税
収
は
八
三
％
以
上
徴
収
爾

税
p
◎ に

努
力
し
な
い
と
補
助
金
関
係
一

の
問
題
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
般
職
諄
か
ら
繰
出
金
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

答
替
え
済
み
ま
し
た
か

　
　
　
　
　
原
動
機
付
自
転
車
標
識

5
）

市
9

　　

@　

@　

@　

@
崎

「
軒
自
動
｛
い
様
式
の
標
識
に
付
稗
え
ね
ば

　（例〉第1図（有効標識）

　新（榔自動ri工神識）々ア10醐コっ17醐

各排気いで色分けしてある
　　50（℃童て　白色

羅隔離　1ミ1：1

　
一
と
八
月
の
市
広
報
紙
で
詳
し
く

　
一
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

　
一　

｝
関
連
し
て
原
動
機
付
自
転
車
の

　
　～

一
標
識
（
旧
名
鑑
札
）
も
、
新
し

はつ鳶：

’　税
七い一
月てに

一
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
ま
だ

　
付
替
え
を
終
っ
て
い
な
い
車
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
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　（例）第2図（無効標臓）
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｝
次
の
と
お
り
で
す
。

｝
【
◇
　
日
向
市
財
政
調
整
積
立
金

㎝
条
例
制
定
に
つ
い
て
（
財
政
健

「
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麹鰺盛、継1

市
上
ハ
ら
聾

ダ
慰

す
が
、
引
続
い
た
千
丁
の
た

め
、
こ
の
伏
流
水
が
澗
渇
し
て

十
分
の
機
能
を
発
揮
し
な
か
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
美
々
津
の

簡
易
水
道
と
い
い
、
上
水
道
と

い
い
今
回
の
撃
魑
は
大
き
な
試

錬
で
あ
り
ま
し
た
。
需
要
者
の

方
々
に
深
く
お
詫
び
す
る
と
共

に
今
後
こ
う
し
た
不
便
を
二
度

病
気
は
貧
乏
の
根
源
で
あ
り
、

貧
乏
は
市
民
生
活
の
脅
威
で
あ

り
ま
す
。
皆
様
と
協
力
し
て
巾

民
生
活
を
脅
か
す
も
の
の
根
源

を
家
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
保

険
税
の
最
高
額
を
納
め
る
撃
力

に
も
市
民
生
活
が
健
ぐ
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
窮
極
に
於
て

は
、
決
し
て
高
い
御
負
担
で
は

る
こ
と
を
有
難
く
存
じ
ま
す
。

何
れ
市
民
の
期
待
に
添
っ
て
、

前
助
役
に
劣
ら
ぬ
良
い
助
役
か

近
日
中
に
決
定
す
る
こ
と
と
確

仏
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
御

安
心
を
願
い
ま
す
。
ま
た
前
助

役
も
県
議
と
し
て
、
市
民
各
位

第
二
図
の
標
識
は
無
効
標
識
で

す
か
ら
、
未
取
替
の
も
の
は
至

急
第
一
図
の
新
柳
識
と
取
替
え

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　
（
取
終

料
金
不
要
）
八
月
下
旬
よ
り
街

頭
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
し

て
、
徴
税
史
蹟
が
発
見
し
た
場

合
、
脱
税
の
た
め
に
未
取
替
と

　
　
繰
皇
を
計
上
し
て
お
し
全
化
を
図
る
た
め
、
毎
震
一

灘　　　
◎
　
細
島
、
新
町
、
日
知
摩
方

面
の
被
保
険
者
数
の
多
い
地
区

の
説
明
会
か
今
ま
で
実
施
き
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
。
保
険
税
は

大
休
市
民
税
の
六
割
に
当
る
税

で
あ
る
し
、
徴
税
成
績
を
上
げ

る
た
め
に
も
周
知
さ
れ
た
い
。

圏
　
経
営
上
色
々
C
注
意
を
戴

き
感
謝
す
る
。
周
知
に
つ
い
て

は
出
来
る
だ
け
努
力
す
る
。
市

民
の
こ
協
力
を
期
待
し
て
い

る
。○

　
臨
時
議
会
で
決
定

し
た
議
案
　
（
健
康
保
険
関

係
を
除
く
）
の
大
要
は

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

心
当
り
の
方
は
、
直
ち
に
市

所
市
民
課
て
詳
し
い
こ
と
和

相
談
く
だ
さ
い
。

｝　‘

∬訣＊斗｝よまくりρr｝也）

　
巾
民
の
皆
様
、
干
害
の
克
服

に
は
、
お
圧
に
骨
が
折
れ
ま
し

た
。
そ
れ
も
八
月
二
十
ご
、
、
四

日
の
、
雨
で
、
卜
う
じ
て
急
場
が

　
　
　
お
盆
だ
け
は
落
謡
い

て
、
お
先
祖
様
の
お
祀
り
が
で

き
ま
し
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
由
は
欲
し
い
で
す
け

れ
ど
、
ど
う
や
ら
早
出
も
峠
を

越
し
た
気
持
て
あ
り
ま
す
。

　
干
害
の
余
波
と
し
て
、
九
月

一
日
の
前
後
に
上
水
道
の
断
水

が
あ
り
、
需
要
汽
の
方
々
に
大

変
な
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

こ
と
の
起
り
は
、
耳
川
分
水
の

引
揚
者
給
付
金

麹
．筆

鰍幸
‘

　
　
　
巡
・
回
指
導

　
引
揚
者
給
付
金
を
ま
だ
請

し
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、

で
は
巡
回
指
導
を
行
う
こ
と

な
り
ま
し
た
。

　
引
揚
者
給
付
金
は
、
来
年

1
1
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
無

と
な
る
の
で
、
ま
だ
請
求
し

い
受
給
権
者
或
は
受
給
縮
の

［
無
に
つ
い
て
疑
問
の
あ
る

｝
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
い

　

◇
　
⊥
地
買
牧
に
つ
い
て
（
西
　
の
上
色
々
ご
相
談
下
さ
い
。
．

中
学
校
道
路
敷
地
用
土
地
7
1
八
　
　
　
巡
回
日
秤

七
坪
・
、
公
営
往
宅
敷
地
用
卜
地
・
瓦
月
二
ト
ん
日
午
前
九
時
Y

一
ヒ
九
七
坪
、
　
「
財
光
壱
一
、
　
　
　
美
々
津
支
所
で

弄
O
o
坪
、
美
々
津
一
、
九
七
九
月
．
、
＋
日
午
前
九
時
寧

坪
」
酋
出
職
蘇
三
〇
〇
坪
）
　
一
　
　
巾
役
所
結
婚
式
場
で

錦
帯
単
一
魏
（
市
役
所
人
事
）

縫
飴
鱗
灘
顎
難
癖
ず
赫
林
装

’

嶋
4壱

’　　｝

損
失
補
償
の
契
約
）

◇
　
漁
業
協
同
組
合
整
備
促
進

に
伴
う
助
戊
に
つ
い
て
（
美
々

津
漁
協
の
辮
備
促
進
唱
業
に
三

石
凌
げ
、

（立つ小倉が浜

　
　
風
災
害
復
旧
－
巾
中
、
落
盤
か
あ

　
　
轟
杁
つ
た
た
め
で
す
が
、
実
は
こ
う

　
　
　
　
し
た
不
時
の
災
害
に
備
え
て
、

　
　
　
　
予
備
水
源
永
田
の
伏
流
水
に
求

　
　
　
｛
め
、
準
備
は
し
て
あ
っ
た
め
で

一
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
，
、
く
ノ
～
’
，
，
，
、
’
｝
、
ご
，
く
，
，
ら
9
、
．
，
．
9
、
く
’
．
、
，
．
’
、
“

後
任
助
役
は
近
く
決
定
す
る

と
お
か
け
し
な
い
よ
う
万
全
の

施
設
を
す
る
こ
と
を
お
約
乗
申

ヒ
げ
ま
す
。

　
八
月
の
議
会
で
国
民
健
康
保

険
を
行
う
こ
と
が
議
決
さ
れ
、

十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
一
ば

い
賂
象
賞
伝
中
で
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
方
々
の
心
か
ら
の

抑
協
力
を
翌
翌
い
た
し
濡
す
。

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
去
る
六
月
中
旬
、
松
木
前
助

役
が
県
議
選
挙
に
出
馬
当
選
致

し
ま
し
て
今
季
ま
で
、
市
助
役

が
欠
員
に
な
っ
て
お
り
、
市
民

の
力
々
に
御
不
便
を
か
け
て
申

訳
な
く
存
じ
て
お
b
ま
す
。
後

任
助
役
の
問
題
に
つ
き
、
市
民

の
方
々
か
ら
色
々
御
助
君
を
賜

り
、
ま
た
御
心
配
下
き
っ
て
い

　
　
（
税
務
課
）
岩
永
昭
三
，

保
険
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
（
九
月
一
日
付
“

　
（
区
々
津
支
所
）
橋
口
鍛
昌

靴
鱒
．
一
丁
万
円
限
度
で
一
保
険
課
勤
務
を
命
ず
る

し
て
奔
走
致
し
て
お
り
ま
す
の
一
は
、
過
料
を
課
し
て
お
り
ま
す
…

で
・
こ
れ
か
ら
の
巾
政
は
誹
常
　
が
、
な
る
べ
く
こ
の
よ
う
な
ご
｝

簸
…
鶉
讐
睡
癖
薪
繍
鱒

学
校
の
増
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
竣
工
1
校
　
工
弔
中
2
校

本
彩
度
予
算
で
、
夏
休
み
を
　
　
給
食
室
を
新
設
の
た
め
、

三

の
た
め
・
従
前
の
経
験
を
生
か
鉗
め
ら
れ
る
轡
逆
対
し
∫
忠
に
し
て
学
校
の
増
築
毒
一
卜
五
坪
木
造
巌
建
を
建
築
中

　
只
今
は
残
醤
が
盛
夏
以
上
に

厳
し
い
よ
う
で
す
か
、
や
が
て

涼
風
も
吹
い
て
参
り
ま
し
よ
う

九
月
中
中
下
旬
は
統
詐
十
台
風

の
最
も
多
く
来
襲
す
る
季
節
で

あ
り
ま
す
。
今
4
1
は
台
風
の
被

住
宅
統
計
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　
り

　
統
計
係
で
は
、
耀
月
一
日
現

在
で
住
宅
統
計
調
査
を
行
い
ま

す
6
こ
れ
は
国
の
基
本
的
な
全

国
調
査
の
ひ
と
つ
で
、
税
金
や

を
行
っ
た
と
こ
ろ
は
、
次
の
三

工
事
で
す
。

◎
焚
々
灘
中
学
校
増
築
工
事

　
教
室
不
足
の
た
め
、
二
教
室

を
造
り
ま
し
た
。
六
十
坪
木
避

平
屋
建
、
工
費
は
百
十
一
万
一

千
円
。
八
月
十
六
日
竣
工
。

◎
富
高
小
挙
校
増
築
工
事

工
費
九
国
五
万
八
丁
円
で
竣
工

・
予
定
十
月
十
亙
日
。
　
　
，

◎
葵
々
津
小
掌
校
増
築
工
事

　
小
使
室
と
宿
直
室
が
な
か
っ

た
た
め
、
二
十
坪
五
、
木
造
乎

屋
廼
を
増
築
、
工
費
三
十
三
万

三
T
円
、
九
月
置
五
日
竣
L
予

定
。

害
さ
え
避
け
碍
た
ら
、
平
均
し
一
家
賃
な
ど
と
は
何
の
関
係
も
あ
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

す
る
鰐
革
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
致
一
お
宅
が
こ
の
区
域
内
に
あ
る
場
一
月
か
ぎ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薮
謂
聾
灘
庭
前
露
翫
ぺ
耀
日
報
蝿
．

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
ん
月
背
）

　
　
山
川
巾
畏
　
鰍
二
電
醜
評
議
4

琢
艦
載
黙
黙
け
塗
・
の
・
と
に
つ
い
て
穫
本
巫
利
）

　
　
お
す
み
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
1
遺
族
援
護
の
千
続
き
一

　
遣
族
援
護
法
は
、
適
用
の
期
せ
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
該
当

限
が
法
の
き
ま
り
で
、
明
年
三
の
権
利
（
陽
害
年
金
、
遺
族
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
金
、
又
は
弔
慰
金
を
う
け
る
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
蒲

』
、
芝
「
竃
ユ
」
戸
、
堪
芦
！
’
・
8
調
　
　
　
㌧
、
　
ノ
こ
、
．
τ
　
　
、
　
　
　
｝
ゼ

　
　
　
　
　
（
九
月
三
日
付
〉

　
　
（
税
務
課
）
黒
木
　
済
M

　
　
（
市
民
課
）
立
川
　
良

　
　
（
税
務
課
）
高
山
窟
士
－

保
険
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
会
計
課
）
広
田
　
　
怯

総
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
岩
脇
支
所
）
二
乗
　
　
暉

会
計
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
（
九
月
八
日
付
）

㎜
集
h
2
等
陸
士
、
海
士
、

叩
募
萌
空
士
を
募
集
中
で
ナ

㎜
次
庁
応
募
資
格
昭
和
3
4

一
3
　
　
年
－
月
－
日
現
亦

舶
第
衛
で
憾
才
以
上
琴

｝
官
防
木
満
の
者
、
中
学
京

…
衛
開
以
上
の
学
力
あ
る
薯

…
自
闘
受
付
期
間
9
月
一

日
か
ら
1
0
月
1
0
日
ま
で
　
げ

志
願
手
続
　
市
役
所
で
志
願
四

を
受
け
記
入
し
て
提
出
の
こ
と

【
注
】
来
春
高
校
を
卒
業
す
ち

方
の
募
集
は
、
1
2
月
に
受
付
が

あ
る
の
で
、
こ
の
と
き
応
纂
し
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運
動
は
二
十
日
か
ら
始
ま
る

　
自
動
穿
や
原
動
機
付
自
転
車
議
会
を
設
け
て
、
運
動
を
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

難
難
累
霧
蔽
纂
灘
聴
し
離

頃
の
街
は
非
常
に
騒
音
が
多
市
、
日
向
町
察
署
、
日
向
商
工

論
襲
撃
る
稗
ひ
霜
勲
㌔
網
講
顯

こ
の
た
め
当
巾
で
も
市
民
生
活

に
静
か
さ
を
失
い
、
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
防
ぎ
、
無
用
な
警
笛
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
あ
い
さ
つ
、
到
着
の
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
前
の
車
を
せ
か
せ
た
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
の
警
箔
は
や
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
」
。

協
議
会
、
市
曽
庫
団
連
絡
協
議
「
の
追
越
、
横
断
、
道
路
曲
り
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
会
と
な
っ
て
お
り
、
推
進
速
努
な
ど
雑
踏
の
場
所
で
は
徐
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
す
る
こ
と
。

な
面
で
障
害
を
勺
え
て
い
ま
一
協
議
会
は
市
、
市
議
会
、
，
口
渇

す
。
事
務
や
伯
業
能
累
に
も
低
四
則
署
、
交
通
安
全
協
会
、
運
⇔
発
進
ま
た
は
後
退
の
時
は
、

ド
の
影
響
を
り
え
、
事
故
を
起
転
茜
部
会
、
防
犯
組
合
、
商
店
一
一
度
｝
取
し
て
安
全
冷
確
か

す
原
因
と
も
な
り
、
児
暇
珪
徒
・
会
、
官
父
窩
峙
営
業
所
、
興
業
…
　
め
る
よ
う
に
し
て
、
警
笛
布

の
勉
学
に
も
内
、
支
え
が
あ
る
な
…
者
代
表
・
有
線
放
送
・
市
政
記
一
　
む
や
み
に
鳴
ら
さ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
の
開
題
が
あ
り
ま
ダ
。
　
　
　
名
2
ノ
ツ
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
・
　
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
以
i
に
な
ら
す
父
通
機
関
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
警
笛
の
菖
、
各
映
画
飾
の
館
一
　
こ
の
運
動
は
・
市
風
お
万
が
冒

㈱
学
校
、
病
院
な
ど
の
附
近
で

　
は
特
に
注
滴
す
る
こ
と
。

　
◎
臼
転
車
で
通
行
す
る
人
は

ω
道
銘
の
方
側
を
一
列
に
な
つ

　
て
通
り
無
用
な
追
い
抜
き
は

　
し
な
い
こ
と
。

㈲
車
の
・
父
通
の
は
け
し
い
道
路

　
は
降
り
て
横
断
す
る
方
が
安

　
全
て
あ
る
。

◎
歩
い
て
い
く
人
も

　
右
側
通
行
を
よ
く
守
り
、
道

路
を
横
断
す
一
・
3
と
き
は
、
方
右

の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
必
ら

ず
横
断
線
を
渡
る
こ
と
。

◎
沿
通
の
家
庭
で
も

0り

ｹ
路
に
通
行
の
妨
げ
と
な
る

　
物
る
出
し
た
り
、
勝
丁
な
使

　
用
は
や
め
る
こ
と
。

㈲
道
路
ト
で
、
f
供
か
遊
ば
せ

　
な
い
レ
う
に
す
る
こ
と
。

◎
拡
声
放
送

は
胴
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
多
い
の
で
、
つ
と
め
て
爵
粛

｝
る
こ
と
。

◎
）
ン
オ
、
蓄
細
日
器
、
楽
器
横

炎
の
音
や
歌
声
な
ど
、
近
所

の
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
っ

一
け
、
殊
に
早
朝
や
夜
十
時
以
後

に
は
背
を
ご
く
小
さ
く
す
ろ
ご

と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

映
画
館
そ
の
他
の
拡
声
放
必

◎
工
場
事
業
場
な
ど
の
機
歯

音
醸
ゴ
場
で
起

出
す
と
こ
ろ
は
、
隣
り
近
所
切

繕
監
駈
焦
留
縢

た
め
に
も
防
音
装
麗
や
露
盤

矯
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
「

外
拡
．
炭
送
、
各
魏
警
伝
「
覚
畠
し
て
・
露
に
迷
曝

カ
ー
の
拡
，
1
1
放
送
や
一
フ
ノ
オ
の
を
か
け
な
い
で
県
民
生
活
を
住
｝

無
糖
福
蝶
0
離
難
解
纏
轍
働
鞭
想

い
，
丈
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
げ
人
。
み
ん
な
が
こ
の
主
一

一
万
日
か
ら
こ
の
躍
動
冷
始
め

て
、
市
内
の
騒
昌
防
庄
に
鞘
当

な
効
果
を
あ
け
て
い
歩
・
r
が
、

Ψハ

{
し
た
宮
一
附
’
望
除
7
、
他
の
・
ハ

市
も
ん
月
．
一
日
頃
か
ら
捗
調

を
揃
え
し
、
揮
動
を
始
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
束

す
。当

市
て
は
、
九
月
一
．
卜
日
か
ら

運
動
冷
実
施
す
る
弓
場
で
、
十

一
日
に
発
起
人
会
を
開
き
運
動

商

工

水
産
祭

，
9
月
2
7
●
2
8
日
ひ
ら
く

本
県
ト
て
は
硲
巾
が
八
月
一
旨
を
よ
く
認
識
し
て
・
騒
が
し
両
島
印
商
泳
纂
は
、

契
と
が
挙
る
b
れ
て
い
離
華
商
縫

◎
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
示
し
て
、
認
識
を
ひ
ろ
め
る
と

　
を
遍
転
ず
る
人
は
　
　
　
　
と
も
に
、
業
界
の
振
興
育
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
は
か
り
、
ま
た
展
、
示
物
の
即
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
僻
に
ひ
き
つ
づ
い
て
第
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

脚
騒
擁
す
論
無
肺
野
脂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

騒
書
の
発
生
す
る
も
と
に
一
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
も
の
を
自
粛
す
る
こ
一
日
向
巾
主
催
、
日
向
蘭
」
会

・
が
大
切
く
次
の
さ
つ
離
舳
馨
騨
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

実
施
擢
遼
本
部
と
置
引
巡
絡
協
F
ω
決
意
と
徐
行
で
危
険
を
未
然

も
行
っ
て
、
4
κ
加
一
円
術
の

向
ト
と
1
1
碍
意
慾
冷
高
め
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
て
す
。

　
会
場
は
ω
蘭
一
部
、
げ
水
曜

部
、
①
徊
光
画
の
　
部
に
分
け

市
内
は
勿
論
の
こ
と
県
内
侮
禿

ロ
…
の
出
”
…
月
潟
も
わ
」
わ
れ
ナ
冒
す

　
い
ろ
い
ろ
皆
様
の
ご
な
考
に

な
る
こ
と
も
、
多
く
あ
る
と
思

十五夜祭
26－28日の3日間

の
裳
．
瓢

は
、
九
月
二
Ψ

六
・
七
・
八
百

の
三
日
間
、
窟

高
市
街
地
・
愚

に
行
わ
れ
富

　
　
　
　
申

す
。　

行
弔
の
肚
岡

は
、
旧
鐸
会

区
艮
な
ど
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
中
で
、
ま
だ
確
定
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
・
」
し
は
商
店
衡
も
一
般
集

わ
れ
ま
す
し
、
展
小
品
の
即
売
｝
景
気
で
、
墨
引
弄
算
に
藤
島
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

は
一
般
市
価
よ
り
安
い
と
慰
わ
題
か
あ
る
よ
う
て
す
が
、
丞
量

れ
ま
す
の
て
、
ご
家
族
お
揃
い
　
気
を
吹
き
飛
ば
す
に
ぎ
や
か
き

で
お
い
で
く
だ
さ
ろ
よ
う
お
待
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
し
ま
す
。

’

傷
鰹　　　　　　　　　　　　　Q

　　　　としよりの日（9日15〔）

篭お一し、、掃奇rll参りカ、し、題

聴とんでもない、山の温泉へ、しばらく湯治につれてい

きよつとよ麹
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　 　　　 　　　　　　　　　　　

1干与lrr冨1鱗共同募金（赤い羽根）1；

臨器鱗輸謎　　10月からです

90才以上のおとしよりは

　市内て17名
　『としよりの口』は9月
15日ですが、当日は市長以

下3班に分れて、市内17名

の90才以トの高令の方々を

訪ねぐお祝いすることにな

っています。そして配念品

を差上げることになってい

ますが、巾と市社会福祁協

畿会から座ふとん、またこ

とし新しく90ナになられた

3名の朗々には巾から盃（さ
カ〉一ずき）　、　リλカ〉ら杖（！）え）

を贈ることになっていま
す。

ま
　
　
毎
年
行
わ
れ
る

N
　
　
　
『
赤
い
羽
根
』
共

根
す
書
写
才
識

　
　
で
れ
ま
す
。
共
同
募

　
　
　
墨
金
は
、
国
の
保
護

　
　
ら

を
う
け
て
い
る
人
一
は
三
富
に
あ
る
が
・
な
い
時
は

雑
談
ぶ
照
赫
い
っ
黎
錨

融
嫉
姫
翠
か
ん
が
出
て
ミ
濯

う
た
め
に
、
皆
さ
一

ん
か
ら
寄
附
を
あ

　
　
　
　
　
　
家
庭
菜
園

欝
鐸

一
　
　
　
増
　
　
菜
ば
か
り
繰

｝
返
し
て
食
べ
た
り
、
又
あ
る
三

崩
拍
　
が
桜
鱒
難
癖

共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
培
を
た
て
る
こ
と
が
必
要
で

　
　
　
　
　
お
く
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
あ
り
ま
す
。
健
康
な
休
は
栄
養

本
年
度
の
目
標
額
や
各
地
区
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
は
、
近
く
協
議
会
が
開
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
物
に
窄
素
、
燐
酸
、
加
里
が

て
、
き
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
私
共
の

て
い
ま
す
。

繍
W
思
懸
鎌
継
魏
嘉
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

次
か
富
高
分
会
、
日
知
屋
三
郷
質
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
無
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

分
会
と
い
う
順
に
な
っ
て
お
機
物
、
こ
れ
ら
の
働
き
を
助
け
｝

効
下
甑
窺
藤
旙
助
灘
西
砂
蔀
練
服
制
処

は
品
稜
が
改
良
さ
れ
、
周
年
熱

培
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
，

た
。
栄
養
価
の
多
い
野
菜
を
・

ん
だ
ん
に
食
べ
、
鶏
の
卵
が
剃

分
食
べ
ら
れ
、
養
魚
に
よ
0
胡

魚
肉
を
上
手
に
、
山
羊
乳
な
駄

を
水
の
如
く
飲
め
る
日
常
生
協

で
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
楽
し
h

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
農
家
（

み
が
で
き
る
再
び
だ
と
思
い
由

す
。　

今
か
ら
種
を
ま
き
、
植
え
（

け
る
野
菜
は
次
の
も
の
で
あ
ム

ま
す
か
ら
、
販
売
用
は
勿
論
（

こ
と
、
家
庭
菜
園
も
う
ん
と
捷

り
常
に
栄
養
価
の
多
い
野
菜
弘

食
べ
ま
し
よ
う
。

種
類

玉
ネ
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脚
●
●
圏
匿
■
働
鱒
囎
■
●
●
●
■
●
■
O
隔
齢
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餉
＝
O
■
●
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＝
●
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●
鴨
＝
●
囎
騨
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＝
纏
＝
＝
＝
・
尊
＝
●
●
脚
＝
＝
・
＝
＝
■
＝
腎
・
＝
．
：
＝
．
：

海
上
自
衛
隊
音
楽
隊
一
音
楽
隊
が
行
進
演
志
し
、
夜
は

　
　
　
　
十
五
藍
田
に
く
る
，
南
講
党
で
演
夷
会
、
二
↑
八
日

　
海
上
自
衛
隊
驚
備
艇
L
S
二
は
杯
間
仮
設
舞
台
で
演
炎
、
巾

隻
は
、
九
月
二
十
六
n
細
島
港
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
こ
と

に
入
港
し
、
二
十
七
日
衡
頭
を
．
に
な
っ
て
お
b
ま
す
。

葬
璽

　　

@
厭
肇

品
種
一
　
挿
期

愛
知
白
ザ
月
上
佃

輩
鑑
　
　
・

ウ
ス
イ
ー
0
月
2
0
日

う
じ
ょ
う
9
月
下
旬

航
講
晦
影
誘
の
中
で
馨
の
濃
い
崇
　
に
ん
じ
ん
顧
分
響
朋
翻

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
て
お

き
ま
す
。

農
村
電
酷
で
き
る

　
　
本
谷
と
秋
留
に
二
カ
所

電
語
が
な
く
て
不
便
を
か
こ
っ

て
い
る
農
村
に
、
こ
ん
と
ニ
カ

所
礪
話
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
は
、
本
谷
、
西
川
内
地

区
に
設
け
ら
れ
た
も
の
て
、
本

・
谷
の
河
野
暇
笑
さ
ん
（
二
目
）
乃

　
　
日
向
局
九
四
六
番

そ
の
二
は
、
平
岩
秋
留
地
区
に

設
け
ら
れ
、
秋
留
部
落
人
口
に

あ
る
黒
木
義
蒔
さ
ん
（
商
店
）

’
方
。
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日
向
局
九
四
七
番
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愚
鷲
必
要
蕩
る
面
ん
普
通
早
早
杯

　
有
色
野
菜
と
は
青
色
の
濃
い
｝
　
こ
の
外
に
、
色
々
な
野
菜
“

ピ
マ
ン
、
・
ホ
ゥ
レ
ン
草
、
算
。
皿
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
て
栄
養
岬

赤
て
人
参
、
南
瓜
と
い
っ
た
特
が
高
く
売
っ
て
高
価
な
も
の
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
色
の
濃
い
野
菜
か
栄
養
価
が
二
例
に
す
き
ま
せ
ん
の
で
、
訟

高
い
と
云
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
皿
培
に
つ
い
て
の
質
問
は
農
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ら
の
野
菜
を
計
画
的
に
年
中
「
課
、
改
良
善
口
話
等
に
お
問
く

食
へ
る
よ
う
に
訓
画
栽
培
し
ま
…
せ
下
さ
い
。
要
は
杓
さ
ん
が
幽

し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
｝
庭
菜
園
や
そ
の
他
の
菜
園
冷
“

　
秋
は
野
菜
の
作
付
の
多
い
時
一
画
的
に
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
ゐ

期
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
近
頃
一
切
で
す
。

運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　
　
　
一
市
内
各
学
校
の
日
割
ー

ヒ　轟　働

　　　ヒ　ト
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穫
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頓
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置む～弧湿ξ　
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♂

，
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噸

窟
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幽

　　　　　　　市役所職員採用試験
市役所要員資格認定試験（男子のみ）は、8月15口市講栄で行

われました。受験者64名、国財、作文、数学の学科試験（問題

は高校・一バニ年秤度）を行いましたが、成績は一般によくな

く、その中一定の得点者24名が第2次試験（而接）を22日にう

けました。　　　　　　　　’

でれは資格認定であって、合格者といえどもすく採用とはなら

ないもので、今後身元調査も行い、補充の必要の都度採用する

ことになっています。

　　（写真は学科試験をうけているところ）

駆詰滋1∵で1上露∴［L幽

幽照犠躍一腰甥郷醐灘鰍欝磯綱
　　　　　　消防団の操法大会行わる

日向市消防団の可搬動力ポンプ操法大会は、9月1「凹前9時

から、市役所前広場で行われました。

審査の紬果は次のとおりでした。

　◎第1位第2分目第5部（原町）碍点237．35（250ズベ満点）

　◎第2位第7分団第25部（美々津別府）237．10

　◎第3位　第2分団第7部（亀崎）235．55

　◎第4位　第8分団第30部（田ノ原）

　◎第5位　第4分団第4部（財光寺）
　　（写真は第1位となった原町消防団〉

　　　　　　授産場優艮作業員表彰

8月22日市長公室で授産場の優良作業員の衷彰が行われまし

た。自立側傾の主旨で設けられている授産場に、働らいている

母親たちで、僻問250日以上働らき、1日平均賃金140円以」．

の能率をあげ、年間所得4万円を超した人々に対し、その努力

精進が表彰されたものです。

衷彰された人は、井上エミ子、吉野ハル、山本玉枝、福田サク

エ、黒馬マサエ、駒田イクエ、烈木マソエ、末吉マサ子、野ロ

テル手さんら九人でした。

　（写真は表彰式で市長から記念品をうけるところ）

　
　
児
舐
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て

一
い
る
運
動
会
が
近
づ
き
ま
し

た
。

　
市
内
の
各
学
校
の
予
定
を
お

［
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
　
十
月
四
巳
（
土
）

㎜
○
日
知
屋
小
学
校

　
　
十
月
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

○
塩
見
小
学
校
　
○
財
光
寺
小

一
学
校
　
○
美
々
津
中
学
校

【
○
岩
脇
申
学
校
　
　
　
　
　
　
・

一
　
十
月
十
」
日
（
土
）

○
平
岩
小
学
校

　
　
十
月
十
二
日
（
日
）

○
美
々
沖
小
学
校
　
○
幸
脇
小

学
校
　
○
宙
高
小
学
校

　
　
九
月
二
十
八
日
（
日
）

○
窟
島
高
等
学
校

以
上
は
確
定
し
て
い
る
分
で

　
す
。

一
大
体
き
め
ら
れ
て
い
る
分

τ
三
囲
即

っ
て
お
り
ま
す
。

一を
回
し
て
お
か
え
し
下
さ
い
。

申
す
ま
で
も
な
く
受
診
証
は
、

φ叢羅鵜申描画紫絡、済健
異羅韓国懸垂藻農替叢琴譲
が被お切緒てつのきさご職・提ごすはま翻し険

1響蟹諜難壁

皆
さ
ん
が
病
気
や
負
傷
の
時
勢

付
を
受
け
る
た
め
に
大
事
な
菰

”
の
博
す
ゆ
ら
、
‘
嚢
照
門
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